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●関が原の合戦（慶長５年・１６００）が終わり

平安がもたらせた京都は開放感に溢れていた。

●京都は政治の首都であると同時に、文化や経

済など日本の中心。最大の人口を有する都市。

● 慶長８年（１６０３）、出雲の巫女「阿国」が

五条河原や北野神社（現、北野天満宮）など

で男装して「かぶき踊」を披露。

（この年、徳川家康が江戸幕府を開府）

●多くの芸能者がやってきたが、阿国は圧倒

的な支持を受けた。男の役者が演じる、茶屋

女と遊ぶ姿を官能的に踊る。

● 異国風のきらびやかな衣裳。首にはロザリ

オ。派手な作りの太刀、妖艶な姿は「かぶ

き」そのもの。

● 楽器は四拍子（笛・小鼓・大鼓・太鼓）、三味

線は、まだ使われなかった。

●慶長１２年（１６０７）２月２０日、阿国は江戸城
で徳川家康、大名の前でかぶき踊りを披露。
２月２０日は、歌舞伎の日。

●歌舞伎の誕生

歌舞伎は女性がつくった

出雲の巫女・阿国歌舞伎

南座横に、歌舞伎発祥の碑 （１）

四条大橋北東角
阿国の像



● 阿国のかぶき踊りの評判をまねて、遊女屋の経営者は、たくさんの

遊女を舞台に立たせた。

● 新しく渡来した三味線を使い、華やかな群舞によるショー。

● 風紀の乱れを理由に、寛永６年（１６２９）に女歌舞伎を禁止。

● 幕府は男女が舞台に立つ事を禁止。（寛永７年、１６３０年） （２）

●女歌舞伎（遊女歌舞伎）
風紀の乱れで、禁止される



●遊女歌舞伎の禁止によって、クローズアップされたのが、前髪をつけた

美少年の「若衆歌舞伎」

● 平安時代より公家や僧侶の間で、男性による同性愛が流行。武士の間

にも広まり、衆道（しゅどう）と言われた。

● 男色を好んだ三代将軍、家光もファンであったが、風紀上の理由から、

家光の死を待って承応元年（１６５２年）に禁止された。 （３）

●若衆歌舞伎

美少年による歌舞伎も風紀の乱れで禁止



● 舞台に立つ役者は、若衆のシンボルである、前髪を剃り落とす事、写実芸をする事を

条件に再開。売色的要素を排除。（野郎歌舞伎と言われた）

● 承応２年（１６５３年）以後、２０年ほどが野郎歌舞伎の時代。本格的な演劇へ進む

良い結果をもたらした。

● ストーリーを持った写実劇へ発展。役者の技芸向上。女性役も美しいだけでなく品格

が重要に。次にくる元禄歌舞伎の成熟と大成を準備する重要な時代となった。 （４）

● 野郎歌舞伎、女方の芸が生まれる。
男性が理想的な女性の役を演じる



●男が女装するのではない。

女方=女では決してありません。

●観客は、男であると分かってい

るからこそ、女方の魅力が生ま

れてくる。

●男性が理想とする女性を演技力

で表現する。

●女形とも書き、おやまとも呼ぶ。
上村吉弥さん

● 女方（女形）（おんながた） 世界を魅了 女方の美
坂東玉三郎さん・・大人の男が女になるのは下手をすれば、下品になりかねません。

細かい技術と大変な修練、そして何より品格が必要です。女方

を極めるということは、命がけで取り組まないと出来ません。

坂東玉三郎さん・・大人の男が女になるのは下手をすれば、下品になりかねま

せん 細かい技術と大変な修練、そして何より品格が必要です。女方を極

めるということは、命がけで取り組まないと出来ません。

（５）



●元禄歌舞伎、飛躍的な展開

●町人文化の華がいっせいに咲き誇った

元禄時代。（１６８８～）歌舞伎も飛躍的

な大展開をとげ、今日の、歌舞伎の基

礎ができた。

● ４幕続きなど、複雑な構成。俳優の兼業

から独立した専業の狂言作者の出現。

● 写実的なせりふ本位の演劇、義理と人情など人間の姿を描く。近松門左衛
門（１６５３～１７２４）、上方の名優、坂田藤十郎（１６４７～１７０７）の活躍。（和事）

● 江戸では、武家社会を反映し、荒々しい勇壮活発な演目が喜ばれ、初代市

川團十郎が活躍。（荒事）

●徳川時代、２６５年の文化は・・・２つに分けると。

① 元禄時代中心の前期は、上方が優位。

② 文化（１８０４～）、文政（１８１８～）時代中心の後期は、江戸が優位。

（江戸開府から２００年が過ぎていた）
（６）



● 歌舞伎の語源は ⇒ かぶき者。傾く。（かぶく）

世の中を斜めに構えている者

常識はずれの格好。異様な風体、斬新

時代の先端を行く、新しいものを持っている。

● 歌舞伎は、後で付けた当て字。

歌 ⇒ 音楽

舞 ⇒ 舞踊

伎 ⇒ 演技

総合舞台芸術である （７）

● 歌舞伎の語源は ⇒ かぶき者。傾く。（かぶく）

世の中を斜めに構えている者

常識はずれの格好。異様な風体、斬新

歌舞伎は、時代の先端を行く、新しいものを持っている。

● 歌舞伎（伝統）は、新しい



●上方歌舞伎

（かみがたかぶき）

● 商人や庶民中心の上方社会。

台詞中心の女性的な、線の

細い、つっころばしと言われ
る、色男が恋に落ちる様子や、

おかしみの要素を加味。

● 荒事の様式性に対して、和事

と言われる写実性を重視。

● 江戸歌舞伎が家の芸の継承

を重視するのに対し、創意工

夫、良いのであれば朝礼暮改

も。

（８）

野崎村、お光・澤村藤十郎

●江戸時代の大阪の人口、約４０万人。

武士は、約８,０００人という説も。江戸
に比べ非常に少ない。

●京都の人口は、約３５万人。



和事の創始者

●初代 坂田藤十郎

（正保4年・1647～宝永6年・1709）

●６３歳で亡くなるまで３０年間活動

主として京都の舞台に出演し、時に

は大坂の舞台にも出た。

●上方を代表する名優と言われる。

●藤十郎の演技は、誇張した表現では

なく自然な感情をもとにした飾らない

芸であった。

●元禄歌舞伎の黄金期は、近松門左

衛門と坂田藤十郎の名コンビが大き

く貢献した。

●2005年12月、南座で中村鴈治郎丈が

231年ぶりに坂田藤十郎を襲名。 （９）

● 和 事（わごと）とは。
●立役（男役）の演技のうち、やわらか

い演技をする役柄 またはその演技。

● 江戸で受けた荒事に対照的なのが

和事。

● 男女の愛などを、やわらかく優美な

写実芸で演じる。

● 和事の創始者といわれる坂田藤十

郎は、上方で大人気を博した。



● 曽根崎心中

● 大ヒットを飛ばした、近松門左衛門作。

● 元禄１６年（１７０３）４月７日の夜に、堂島新地、天満屋

の遊女「お初」１９歳と、醤油屋、平野屋の手代「徳兵衛」

２５歳が、曽根崎天神の森で心中。

● 近松門左衛門（５１歳）は、１ヶ月後の５月７日、道頓堀、竹本座で人形浄瑠璃「曽根崎

心中」を上演。大ヒットし竹本座の赤字を解消する．宝永２年（１７０５）に竹本座の座

付作者に迎えられた。

●この作品は、人形浄瑠璃の約束事を破ったものでした。それまでは、歴史的な英雄や王

朝のヒロインたちを主人公にするという決まりがありました。観客と同じ時代を生きる

庶民を描くことはありませんでした。

歌舞伎では世話狂言で庶民の生活を描いていましたので、それを人形浄瑠璃に取り

入れたという新しさがあります。

● 美化された心中ものが多く上演され、心中が流行。幕府は心中を禁止。

● 情死したものは葬式を出させない。さらし者にする。しかし、いっこうに心中は減らな
かった。それ程、二人の死は町民に共感を呼んだ。

（１０）



●お初・徳兵衛、天神の森までの道行ルート
梅田橋を越え堤防にさしかかったとき、遠くから鐘の音が聞こえまし

た。（七つ・午前４時）釣鐘町からの鐘で、直線で約３キロ強になります。

（１１）



●お初・徳兵衛が、最後に聞いた鐘が現存します。
七つの時が六つ鳴りて、残る一つが今生の鐘の響きの聞き納め・・。

●大阪市中央区釣鐘町2-2-11 釣鐘屋敷跡に保存。

●徳川期、初代大坂城主、松平忠明が、大坂の本

格的街づくり。

●寛永11年7月25日（1634）、三代将軍徳川家光

大坂城入城。租税免除（銀179貫）。「楽市楽座」

を許可。

● 松平忠明城主に続き、将軍家光も大坂の恩人。

将軍家光に感謝。報恩の気持ちを込めて釣鐘を
つくる。

●寛永11年9月完成。1日12回、2時間おきに撞か

れた鐘の音は市中隅々まで響き渡った。

● 4回の火災をくぐりぬけ、現在も、8時、12時、日没

の3回、コンピューター制御で時を知らせている。
（１２）



（１３）



（1４）



●道頓堀五座・日本一の芝居町
慶長１７年（１６１２）、成安道頓が私財を投げうっ

て着工。南堀と呼ばれていたが、道頓の功績を

たたえて道頓堀となった。

芝居と遊所が道頓堀に移転し、以降、芝居の街

として発展する。

●角座・・古来角の芝居と呼ばれ道頓堀の
中心にあった。１７５８年並木正三によ
り廻り舞台ができる。

●中座・・慶安５年（１６５２）年に始まり、中
の芝居といれ数多くの名優を生んだ。
平成１１年１０月閉館。

●浪花座・・オールナイト興行の夜芝居で
賑わう。全盛期の初世中村鴈治郎の
拠点となった。

●弁天座・・古くは豊竹座のあったところ。
後に竹田の芝居とよばれ、道頓堀文
楽座、朝日座と名を変える。関西で歌
舞伎を育てる会第一回公演を開催。

●旧朝日座・・角丸の芝居。道頓堀東映に

なるが平成１９年４月閉館。 （１５）



●江戸歌舞伎
（えどかぶき）

●武士中心の社会を

反映し、荒々しい、

線が太い、誇張的

な扮装。仇討ちもの

を好む風土。演技に

特徴がある、荒事を

家の芸として伝える。

（スーパーマン、鉄

腕アトム）

●家の芸を重視。

●江戸の人口は、１００万人。世界一の都市。

５０万人が武士とその家族。５０万人が庶民。

●江戸市中には、武士の姿が多く見られた。

●武士が、ほとんど見られない上方と違って、

武士が多い江戸の街には、荒々しい雰囲気。

●菅原伝授手習鑑・車引

（１６）



●荒事
（あらごと）

● 荒々しい演技をする

役柄や作品の事。

● 超人的な力を持つ

ているスーパーマ

ン。

● 初代市川團十郎が

創演。武士階級中

心の江戸人の気風

に合い大当たりした。

矢の根、曽我五郎
（１７）



●隈取（くまどり）

●顔に描く隈や使う色によって、役柄
を誇張して表現する、歌舞伎独特
の化粧法。

● 顔面の筋肉や血管を誇張したと見
られている。

● 紅（べに）は、正義。

● 藍（あい）は、悪。

● たいしゃ（茶）は、妖怪

変化に用いられる。

●初代市川團十郎が荒事を創始。
二代目團十郎が確立。

●二代目團十郎の時には、すでに

隈取が完成していた。

●隈取は、５０種類ほどある。
（１８）



● 黒衣（くろご）

透明人間

● 黒い衣裳を着て俳優の演技

を手伝う役や衣裳。

黒⇒明人間。

舞台にい黙の了解事項。

● 雪の場面では

白い雪衣（ゆきご）

● 海、河では、青い水衣

（みずご）

黒⇒暗い⇒見えない⇒無

● 透明人間。舞台にいても

いないという暗黙の了解

（約束事）

（１９）



● 花道 （はなみち）

● 客席左後方から、舞台下手までのびている道。

● 登場人物の出入りに使用。常設の花道を本花道という。

● 客席右後方から舞台上手までのびている道を仮花道という。

● ハナ（祝儀）を贈る人が通るとか、花のような役者の道だからという説があるが、

よく分からない。

●野崎村の
両花道

向こうは川

お染、母の船

手前は土手

久松の駕籠

（２０）
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●廻り舞台
宝暦８年（１７５８）大坂

の狂言作者、並木正三がコ

マからヒント（世界初）

奈落で人力で廻す

道頓堀、角の芝居で使用

● スッポン
花道にある小さなセリ

（上下する舞台機構）

役者がせり上がって、首を出

す姿がスッポンに似ていると

ころから

（普通の人間以外に使用・

幽霊や妖怪変化など）金丸座、廻り舞台の力石 （２１）



●大向う（おおむこう）

観客席の役者
（舞台への参加）

● 舞台から見た向こう側 ＝

正面客席。

● 大は極限の意。天井桟敷の事。

● 席は安価で、芝居好きが何回

も通うのに好都合の席。

● その席から、役者に声を掛け
た。（舞台を引き締める効果）

● 大向うをうならせる＝大衆の

賞賛をあびるの意。

● 関西には、初音会という大向
うの会がある。

（大向うの基本）
●セリフにかぶせない。
●掛けるタイミング、間が大切。

出、見得、引っ込みなどで掛ける。
●声の質も舞台に合わせるなど。
（大向うの効果）
●舞台が一層盛り上がる。
●役者が気持ちよく芝居ができるようになる。
●いいタイミングで決まると、観ている方も

気持ちよくなる。 （２２）



● 歌舞伎の音楽

（ツケ打ち）

● 役者の演技に付けて（合わせて）、

打つ効果音の事。音を付ける。

● 舞台の上手で、ツケ板と呼ばれ

る四角い板の前に正座し、役者

の見得や動き、物の落下などに

合わせて、物音を強調する役割

を果たす。

●役者がもっともかっこよく見える

瞬間をさらに際立たせるための

効果音。

●ツケの出来で芝居の印象を左

右するほど重要。 （２３）



●雪音

● 四角に切った和紙。

昔は、三角

●雪籠という目の粗い籠を
引く。

● ドーン、ドーンという太鼓

で音もない雪音を表現

する感性の豊かさ。

四国こんぴら歌舞伎金丸座

ブドウ棚・・・裏方がブドウ棚

の上を歩いて客席に紙吹雪

などを降らしたりする。
（２４）



●歌舞伎は、流行の発信基地・新商品開発も
役者が身につける衣裳の色や柄は、庶民に大きな影響を与えた

●色の流行・・江戸紫（市川團十郎）、海老茶（市川海老蔵）、梅幸茶（尾

上菊五郎）

●キャラクター商品の開発・・團十郎煎餅・雷蔵おこし、仙女香（三代目

瀬川菊之丞の白粉）、人気役者の紋が入った櫛、かんざし

●役者絵はブロマイド・・興行前に大量に摺って入場券の積極的な営業

活動（一枚、約４００円、蕎麦一杯と同じ）

● 劇中ＣＭ・・「東海道五十三次 小田原外郎」

で外郎や旅行の宣伝

「助六由縁江戸桜」で三浦屋や

白酒売りのＰＲも

●二代目市川團十郎はＣＭタレント

第１号

（２５）



●江戸時代は・・

●世界の中でも最も豊かな社会。

●２６５年間も続いた平和な時代。

●日本人（庶民）が最も輝いていた時代。

（武士は教養と誇りはあるが貧しい生活）

●江戸時代の素晴らしさを

再認識しよう。

（２６）



● 庶民にとって歌舞伎とは何だったのか
（庶民は、教養高い、遊びの達人だった）

● 最高の娯楽
①芝居を知らないと、相手にされなかった。

②家で作った弁当（幕の内弁当）とお酒を持参し、安い平土間の升席で１日
楽しんだ。

③豊かな商家は、前日の夜に屋形船で芝居茶屋へ。休憩と食事のあと観劇。

幕間は芝居茶屋で休憩、時には贔屓の役者を呼び飲食。（お嬢さんは幕間

ごとに着替え。結婚式のお色直しはここから）
④実際起こった事件がすぐに芝居化されるなど、今日のワイドショーや週刊誌

と同じであった。

●情報の発信基地（歌舞伎はメディアミックス）

①人気役者の浮世絵は今日のブロマイドであり、庶民が買った。

（版元、蔦屋重三郎は、写楽、北斎を育てた名プロデューサー）

②役者の台詞、衣裳、色彩などを庶民が真似をした。

③芝居の中に商品や店の宣伝を入れた。ニ代目市川團十郎はＣＭタレントの

第１号。「外郎売」で小田原名物、外郎を宣伝。

●江戸文化の頂点をなすのが歌舞伎であった。 （２７）



●幕府は歌舞伎をどう見ていたか
（質素・倹約・秩序・平和が、幕府の基本姿勢）

● 社会の秩序や良俗を乱すものとして、歌舞伎と遊郭は、

二大悪所として抑圧した。

●特に圧倒的に人気の高い歌舞伎は、庶民を扇動する

力を持っていると思われ、監視下に置かれた。

●劇場の許可制（シンボルが櫓） ⇒ 中村座・市村座・

森田座・山村座に興行許可。
（山村座は、後に絵島生島事件によって取り潰され三座となった）

●抑圧したが潰すことはしなかった。庶民の反発が大きい

し、非日常空間である、芝居小屋で日頃の不平不満が

解消されれば社会の安定にもなり、大目に見た。

（大名や旗本にも歌舞伎ファンは多く、桟敷席の常連。大名屋敷

での歌舞伎上演もあった）

（２８）



●江戸文化の担い手は庶民（町人）

（庶民が文化を作り出したり、担い手になるのは世界的に例がない）

●平安時代の文化 ⇒ 貴族階級が中心

●鎌倉・室町時代 ⇒ 武士階級 〃

諸外国においても、文化は貴族階級のもので、庶民には無縁のもの。

●江戸時代 ⇒ 豊かになった庶民が独特の文化を創造し
た。しかも、そのレベルは世界的にも高い
ものであった。その中心にあったのが歌舞
伎であり、全てが詰まっていた。

①繁昌する貸本屋。西欧人は庶民が本を読むことに驚き
②「寿司・蕎麦・天ぷら」は、ファーストフード
③俳句、川柳、連歌、将棋、囲碁、浄瑠璃、小唄、舞踊、園芸
④粋と思いやりの江戸しぐさ
⑤寺子屋は、今日のカルチャーセンター
⑥小袖の流行は、現代版オートクチュール
⑦歌舞伎は、多くの関連産業や街の繁栄にもつながる中心に。

芝居町は、アミューズメントパーク
（２９）



●歌舞伎を好きになる見方、楽しみ方

歌舞伎は、難しいものではありません。江戸時代から続く、大衆演劇です。
気楽にお楽しみください。

●役者を好きになる

●絢爛豪華な舞台、衣裳などを好きになる

●心が安らぐ邦楽（三味線・小鼓・大鼓・太鼓・笛など）を好きになる

●宙乗り、早替わり、本水（本当の水）の舞台が好きになる

●華やかな舞台、心を打つ演技、女形（方）の素晴らしさが好きになる

●出し物の内容が好きになる、その他、自分に合った楽しみ方を見つ

けてください。（シネマ歌舞伎 ⇒ 歌舞伎の本公演へ）

●世界に誇る伝統芸能、歌舞伎を知ることによって、豊かな心になり、

一生の財産になることは確実です。

●日本を知ることこそ、国際人のスタートです。 （３０）



●世界に誇る伝統芸能、歌舞伎を関西でもっと盛んにしましょう。

●日本人が日本の良さを知りません。これでは、日本への誇りも出てきません。

日本の素晴らしい文化を知ってこそ、国際人といえます。

●歴史は連続です。先人から引き継いだ以上のものを創造し、

次代に渡す義務があるのではと考えます。

●ご清聴ありがとうございました。皆様方の、ますますのご活躍を祈念申し

上げます。

●時節柄、お身体にご自愛ください。
ご意見や質問などがありましたら、ご連絡下さい。

携帯・・０９０－５１６５－１７１０

ykawa@hat.hi-ho.ne.jp

関西・歌舞伎を愛する会

代表世話人 川島靖男

和文化教育学会 理事
（３１）



●関西で歌舞伎を、もっと元気に・・・。

●今から４０年程前の大阪の歌舞伎公演は、火が消えたような大変厳し

い状況でした。

●歌舞伎公演というと、お客さんがそっぽを向かれるので、七月特別公演

などという名称を使うほどでした。

●中座では、昭和４２年から４８年までの７年間、歌舞伎

公演は一度もなかった。

昭和４４年から始まった新歌舞伎座での大阪顔見世も、

不振のまま昭和５２年の第９回で打ち切りとなった。

●南座では、昭和３９年から４３年までの５年間、顔見世のみという、南座開 場

以来の事態を迎えた。

●何としてでも歌舞伎を復興させたいという熱意で、昭和５３年（１９７８）に、

関西で歌舞伎を育てる会（現、関西・歌舞伎を愛する会）を結成しました。

●昭和５４年５月、朝日座で結成第１回公演を開催するとともに、５５年ぶり

に船乗り込みを復活させました。

中座

（３２）



昭和５３年１２月２０日、大阪、ロイヤルＮＣＢ会館

左から、大島靖大阪市長・小松左京、高畑敬一代表世話人・澤村藤十郎・中村勘三郎
（十七代目）・永山武臣松竹副社長・永田義男大阪民労協代表幹事

（３３）



● チケットご希望の方は

1, お名前
2, ご住所
3, お電話（携帯）
4, メール
5, 希望日（昼の部・夜の部）

第一希望日
第二希望日
第三希望日

6, 等席
7, 枚数

● 申込み先

関西・歌舞伎を愛する会、川島靖男まで

ＦＡＸ、０７２－６４９－１４７０

ｙｋａｗａ@ｈａｔ.ｈｉ－ｈｏ.ｎｅ.ｊｐ

携帯、０９０－５１６５－１７１０

https://kabuki-aisurukai.main.jp/ 

● 斡旋価格

一等席・・１７０００円
二等席・・ ８,５００円
三等席・・ ５,０００円 （３４）


